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上野動物園のモノレールは、東京都交通局が日本車輌と共同で研究開始した上野式と呼ばれる
独自方式により園内輸送施設の上野懸垂線として設置された。1957（昭和32）年開業。

　『
華
氏
四
五
一
』
と
い
う
映
画
が
あ
る
。
題
名
は

書
物
の
素
材
で
あ
る
紙
が
燃
え
始
め
る
発
火
点
の

温
度
を
意
味
し
て
い
る
。
空
想
科
学
小
説
家
レ

イ
・
ブ
ラ
ッ
ド
ベ
リ
が
一
九
五
三
年
に
書
い
た
、

書
物
の
所
持
や
読
書
が
禁
じ
ら
れ
た
架
空
の
社
会

に
お
け
る
人
間
模
様
を
描
い
た
作
品
に
基
づ
い
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
違
法
者
の
拘
束
と
焚ふ

ん

書し
ょ

を
任

務
と
す
る
取
締
官
で
あ
る
主
人
公
が
モ
ノ
レ
ー
ル

を
利
用
す
る
場
面
が
あ
る
。
そ
の
男
が
下
車
す
る

時
、
車
両
の
床
が
地
上
に
向
か
っ
て
開
き
、
階
段

に
な
る
と
い
う
シ
ー
ン
で
あ
る
。
懸
垂
式
の
モ
ノ

レ
ー
ル
な
ら
で
は
の
、
駅
舎
を
必
要
と
し
な
い
設

計
の
着
想
に
感
心
し
た
。
地
上
か
ら
の
高
さ
に
も

よ
る
が
、
空
中
を
走
る
バ
ス
の
感
覚
に
近
い
の
か

も
知
れ
な
い
。
大
方
の
モ
ノ
レ
ー
ル
や
そ
の
後
に

登
場
し
た
新
交
通
シ
ス
テ
ム
で
は
、
旧
来
の
鉄
道

と
同
じ
く
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
乗
降
す
る
仕
組
み

が
多
い
が
、
鉄
道
の
歴
史
と
通
念
が
空
中
の
軌
道

【
モ
ノ
レ
ー
ル・
新
交
通
】

空
中
の
軌
道
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街
地
の
中
を
通
り
抜
け
る
高
架
鉄
道
は
、
専
用
の

敷
地
を
通
る
だ
け
で
な
く
、
街
路
を
跨ま

た

ぐ
必
要
が

生
じ
る
。
都
市
計
画
で
街
路
網
と
整
合
す
る
よ
う

に
初
め
か
ら
配
置
が
検
討
さ
れ
て
い
れ
ば
問
題
は

少
な
か
ろ
う
が
、
後
か
ら
追
加
さ
れ
た
路
線
で
は

中
々
苦
労
す
る
こ
と
に
な
る
。
街
路
と
は
異
な
る

線
形
の
論
理
を
持
つ
軌
道
は
橋
脚
を
立
て
る
位
置

に
難
儀
す
る
等
、
相
性
が
悪
い
場
合
も
少
な
く
な

い
。
市
街
地
の
街
路
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
時
代

に
は
当ま

さ

に
そ
れ
が
難
問
だ
っ
た
。

　
計
画
当
初
に
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
新
し
い

交
通
施
設
で
あ
る
鉄
道
を
導
入
す
る
無
理
難
題
を

敬
遠
し
た
バ
ロ
ッ
ク
都
市
の
多
く
は
、
市
街
地
縁

辺
部
の
終タ

ー

端ミ
ナ
ル

駅
で
鉄
道
を
止
め
、
地
下
鉄
で
連
絡

す
る
方
策
を
選
ん
だ
。
し
か
し
高
架
鉄
道
を
選
ん

だ
シ
カ
ゴ
等
で
は
、
日
差
し
を
奪
わ
れ
た
街
路
沿

道
は
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
シ
テ
ィ
と
揶
揄
さ

れ
た
。
こ
の
轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
、
街
路
の
交

通
混
雑
を
緩
和
す
る
公
共
輸
送
手
段
と
し
て
計
画

さ
れ
た
モ
ノ
レ
ー
ル
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
際
し
て
は
、
街
路
事
業
の
促
進
が
前
提
条
件
と

京浜運河の中を首都高速道路
と並走する東京モノレール。
東京オリンピックの開催に合
わせて1964（昭和39）年9月
にモノレール浜松町駅ー（旧）
羽田駅間開業。

に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
日
本
で
鉄
道
が
空
中
を
走
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
ド
イ
ツ
人
技
師
の
協
力
で
東
京
駅
の
南
北
に

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
竣
工
し
た
、
東
京
市

街
高
架
鉄
道
の
区
間
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
つ

一
九
〇
一
年
、
ド
イ
ツ
の
ヴ
ッ
パ
ー
タ
ー
ル
で
は
、

世
界
で
初
め
て
本
格
的
に
モ
ノ
レ
ー
ル
を
都
市
交

通
機
関
と
し
て
整
備
し
、
空
中
鉄
道
と
呼
ん
だ
。

十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
は
、
都
市
の

立
体
化
が
進
み
始
め
た
時
期
で
あ
り
、
空
中
の
軌

道
は
未
来
の
現
実
化
に
一
役
買
っ
て
い
た
の
だ
っ

た
。

　
今
か
ら
丁
度
一
世
紀
前
、
第
一
次
世
界
大
戦
前

後
と
い
う
き
な
臭
い
時
代
、
欧
米
列
強
諸
国
は
軍

備
を
競
い
つ
つ
、
高
速
道
路
の
敷
設
や
自
動
車
の

改
良
、
そ
し
て
都
市
の
立
体
的
な
開
発
を
推
進
し

て
い
た
。
シ
カ
ゴ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
摩
天
楼
を

築
い
た
ア
メ
リ
カ
が
抜
き
ん
出
た
か
の
よ
う
に
見

え
る
が
、
欧
州
で
も
創
造
力
が
豊
か
な
人
々
が
技

術
者
を
鼓
舞
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
と
も
呼
ば

れ
る
ゼ
ツ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
ア

ー
ル
デ
コ
や
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
、
イ
タ
リ
ア
の

未
来
派
等
は
、
何い

ず

れ
も
芸
術
運
動
と
見
ら
れ
て
い

る
が
、
地
下
鉄
の
駅
舎
や
高
層
建
築
、
高
架
鉄
道

の
意
匠
に
も
彼
ら
の
造
形
思
想
の
影
響
は
及
び
、

場
所
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
寄
与
し
た
。

　
自
然
の
川
や
谷
を
超
え
る
橋
梁
と
異
な
り
、
市

昭和に計画され平成に開通した神戸の六甲ライナー。河川沿いの空間を利用した路線選定。 

昭和60年の開業当初、小倉駅から離れた所に起終点が置かれた北九州
モノレール。その後、小倉駅まで延長され結節機能が高まった。
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な
り
、
市
街
地
の
構
造
そ
の
も
の
が
変
容
す
る
こ

と
に
な
る
。
昭
和
日
本
は
そ
れ
を
未
来
都
市
へ
の

道
と
信
じ
て
推
し
進
め
た
。
空
を
飛
ぶ
鉄
腕
ア
ト

ム
は
い
つ
実
現
す
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
自
立
歩

行
ロ
ボ
ッ
ト
が
歩
き
回
る
未
来
都
市
の
姿
の
一
部

は
こ
の
時
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

　『
華
氏
四
五
一
』
は
、
書
物
を
愛
す
る
人
々
が
各

自
選
ん
だ
愛
読
書
を
一
冊
丸
ご
と
暗
記
し
、
読
み

た
い
と
思
う
希
望
者
に
記
憶
だ
け
を
頼
り
に
朗
読

す
る
、
と
い
う
シ
ー
ン
で
終
わ
る
。
原
作
者
ブ
ラ

ッ
ド
ベ
リ
は
テ
レ
ビ
に
よ
る
読
書
文
化
の
破
壊
を

懸
念
し
て
い
た
と
い
う
。
モ
ノ
レ
ー
ル
を
見
る
度

に
こ
の
映
画
を
思
い
出
し
、
人
々
の
思
考
と
記
憶

の
力
の
行
末
を
問
わ
れ
る
思
い
が
す
る
。

運転席の車窓越しに見た湘南モノレール。この狭い道に
よくぞ通したものである。1970（昭和45）年に江の島線
の大船駅ー西鎌倉駅間が開業。

埋め立て地に形成された市街地を縫う神戸新交通ポートアイランド線。愛称はポ
ートライナー。1981（昭和56）年に三宮ーポートアイランドー中公園間が開業。


